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軸 ひ ず み ea (%)





















/cm2を示した.これをスケンプ トンの間隙圧係数 A (-△u/△q)で表現すると, Af-0.024にな
る.また,この間隙水圧は,供試体中央部の局所的な箇所の値であることも考慮すれば,ここでの軸
圧縮速度は排水条件をほぼ満足していたものと推測できる.
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側 圧 体積弾性係数 せん断鞄性係数 ヤング係数 ポア
ソン比¢′ 〟
C E Vkgf/cmヱ kgf/cm3 kgf/cm: kgf
/cm2 kgf/cm ヱ非排水 1
486 1458 畑.Sol:芦
5 1043 3130 叩.50二I
10 1755 5265 (0
.50)15 2476 7428
(0.50)節水 1 620
654 1452 0.1105 1739 121
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留 ■ ●1 10
100平 均 有 効 主 応 力 β∫
(kgf/cm2)図-13 べき関数
による破壊基準秦-
3 過圧密な応力域における強度定数ピーク時 残留時全応力 Ccu-9.49kgf/
cm2 6.48kgf/cm2¢cu-16.4Q
22.30有 効 Cd-4.17kgf/cm2
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